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栃木県原水協２０１９年第４４回定期総

会のお知らせ

日 時：１１月１６日(土)１３：３０～

会 場：宇都宮市国本地区市民センター

「ヒバクシャ国際署名」数 (栃木県原水協集計分)

県 北 原 水 協 ３，０１６筆

県 南 原 水 協 １０９筆

宇都宮市原水協 １，３３８筆

非 核 の 会 １９１筆

新 婦 人 の 会 ８，９９０筆

諸 団 体 民 医 連 ２，１４２筆

保 険 医 協 会 ６０４筆

県 原 水 協 １３７筆

小山推進委員会 １４０筆

非核下野市の会 ２６４筆

県 労 連 ２８筆

栃木県平和委員会 ５４筆

鹿 沼 原 水 協 ３２２筆

日 光 市 ９５３筆

下 野 市 ４９４筆

自 治 体 栃 木 市 ８３筆

小 山 市 １０９筆

上 三 川 １６０筆

壬 生 町 １６５筆

合 計 (10/1現在) １９，２９９筆

那須塩原市長「ヒバクシャ国際署名」に快諾
８月２６日に４名で４月に就任された那須塩原市渡辺美知太郎市

長への平和行進への要請を行いました。ヒバクシャ国際署名に快く

署名をいただき、また 10 月の原水協ニュースへの掲載をお願いし
たところ「やったー」と言って快諾していただきました。これから

も市への協力をお願いできそうでした。

2020年世界大会ニューヨ

ーク参加者募集！

第一次締め切り１０月末

最終締め切り来年２月末

（別紙案内ご覧ください）

核
兵
器
廃
絶
国
際
デ
ー
の
９
月
２
６

日
に
合
わ
せ
て
、
宇
都
宮
市
内
の
シ
ン

ボ
ル
ロ
ー
ド
で
宣
伝
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
新
婦
人
の
会
、
民
医
連
、
栃
木
保

健
医
療
生
協
、
革
新
懇
、
日
本
共
産
党

宇
都
宮
市
議
団
、
県
・
宇
都
宮
原
水
協

の
人
た
ち
１
６
人
が
参
加
し
て
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
を
訴
え
、
１
時
間

で
６
４
筆
と
「
な
く
そ
う
核
兵
器
」
の

ミ
ニ
パ
ン
フ
１
７
０
部
を
配
布
し
ま
し

た
。信

号
待
ち
で
立
ち
止
ま
っ
て
親
子
に

声
を
か
け
る
と
、
少
し
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
署
名
の
内
容
を
説
明
す
る
と
２

人
と
も
署
名
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

青
年
た
ち
に
パ
ン
フ
で
軍
事
費
と
大
学

授
業
料
な
ど
の
税
金
の
使
い
道
を
説
明

す
る
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

年
配
者
か
ら
高
校
生
な
ど
若
い
人
た

ち
も
署
名
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
配
布
し
た
パ
ン
フ
も
気
軽
に
受
け
取

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

９
月
２
７
～
２
９
日
の
３
日
間
、
新
日
本

婦
人
の
会
宇
都
宮
支
部
は
今
年
も
総
合
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、「
原
爆
パ
ネ
ル
展
」

（
宇
都
宮
市
後
援
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
館
の
ロ
ビ
ー
に
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
原

爆
の
実
態
を
知
ら
せ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
を
見

て
「
高
校
生
だ
っ
た
時
に
広
島
に
行
っ
た
」

と
話
し
な
が
ら
、
熱
心
に
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。

２

９

日

に

は

、

１

１

歳

の

時

、

広

島

で

被

爆

し

た

小

松

宏

生

さ

ん

が

被

爆

体

験

を

話

し

ま

し

た

。

小

松

さ

ん

は

学

童

疎

開

で

広

島

市

か

ら

離

れ

て
い
た
の
で
、

１

週

間

後

に

広
島
に
戻
り
、
亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
を
探

し
に
歩
き
、
入
市
被
爆
を
さ
れ
、
そ
の
年
の

１
２
月
に
お
母
さ
ん
の
実
家
の
宇
都
宮
市
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
戦
後
、
生
活
の
困
窮
と

お
父
さ
ん
が
一
瞬
に
い
な
く
な
っ
た
さ
み
し

さ
と
戦
い
な
が
ら
の
生
き
様
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

４
０
人
の
参
加
者
の
多
く
の
方
が
、
被
爆

の
体
験
を
聞
く
の
は
初
め
て
で
、
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
数
人
の
方
が
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
へ
の
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

４
０
歳
の
女
性
は
、
広
島
県
の
出
身
で
小

松
さ
ん
話
を
聞
き
、
「
当
時
の
状
況
が
目
に

浮
か
ぶ
よ
う
に
わ
か
り
ま
し
た
。
戦
争
、
核

兵
器
に
反
対
す
る
こ
と
、
パ
ネ
ル
展
や
お
話

し
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
ゆ
き
た

い
」
と
感
想
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

県北原水協 世界大会－長崎大会報告会
９月２６日西那須野公民館で１３名の参加者で報告会を開きました。

池田さんからプロジェクターを使って写真を
見ながら説明をうけました。那須町から多くの
人から準備と支援をいただいたこと、長崎での
展示館での説明が丁寧にされたこと、永井隆記
念館を訪問しその生き方に感動したことなどが
話されました。
小松さんからは被爆者として青年との交流を

し、また永井隆宅を訪れ、自分が高校生の時に
読んだ作品を思い出して、感激したこと、また

多くの高校生の取組みにも励まされたようです。
参加者からおおくの意見がだされ、２０２０

年に向けてのよい報告会となりました。


